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 Conus (Virroconus) ebraeus, of which one row of spiral black rectangular blotches 






	 マダライモ Conus (Virroconus) ebraeus Linnaeus, 1758 は伊豆諸島以南のインド - 西太





Results and Discussion 
 
	 たいへん変わった模様の１個体は和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験
所“北浜”に 2014 年 1 月 18 日に打ち上げられていた。殻長 26 mm で、殻頂部付近の
模様の欠損はなかった（図版 1A）。発見場所やその付近では、本種の貝殻の打ち上げが
多数見られるが（久保田・小山 2002）、今回のような模様の個体は久保田の過去 20 年
余りの現場付近での収集でも発見されたことがない。また日本の他の場所や、諸外国で







久保田 信・小山安生. 2002. 番所崎, 特に"北浜" (和歌山県白浜町)へ打ち上げられた軟
体動物貝殻目録(1). 南紀生物, 44(2) : 69–76. 










図版 1 の説明  
Explanation of plate 1 
 
図 A. 三方向から撮影した方形斑の中央一列が全て貝殻から欠損したマダライモ 
Figure A. Conus (Virroconus) ebraeus of which one row of spiral black rectangular blotches 
was absent in shell showed in three directions. 
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